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リンゴ `ら、じ'と カラムナ…タイプ系統における新梢葉の光合成特性の比較

猪俣 雄司・工藤 和典・石川 勝規ホ・和田 雅人・増田 哲男
(果樹試験場リンゴ支場。“岩手県農業研究センター)

Comparison of Photosynthetic Activity of Shoot Leaves in `Fuji' and Columnar Type Apple Trees

Yuji I、 oMATA, Kazunori KuDO, NIasaki lsHIKAWA*, l`asato VヽADA and TOtsuo 4ヽASUDA

(Apple Research Center,NIFTS,'Iwate Agricultural Research Center)

1 は じ め に

カラムナータイプのリンゴ樹は, コンパクトな生育特性

を示すことから,省力・機械化に適した栽培技術の確立に

有効であることが示唆されている。そこで,カ ラムナータ

イプ樹の特性を解明するために,主要品種の `ふ じ'樹を

対照として,光合成特性について検討を行った。

2 試験方法

供試樹には,農林水産省果樹試験場リンゴ支場に栽植 し

てある `ふ じ'/M9EMLA,及 び,カ ラムナータイプ品
種・系統である `ボ レロ' `メ イポール',`8H91' 8S‐

6074'/マ ルバカイドウを用いた。なお,こ れらの品種及

び系統は1998年で 4年生又は 5年生樹である。

0)光合成速度の経時的変化の比較
1997年は `も、じ' と `ボ レロ',1998年には `ふ じ' と

`メ イポール.を用い,6月 から10月 まで約 1か月間隔で ,

新梢中位葉における光合成速度の経時推移について,携帯

式光合成蒸散測定装置 (い 島津製作所製 ,SPB― H2型 )

を用いて測定した。

2)光合成有効放射強度と光合成速度の比較
1997年 7月 2日 と8月 20日 には `ふ じ' と `ボ レロ',

1998年 6月 30日 と7月 21日 には 'ふ じ',`メ イポール', 8

H91',`8S6074'を 用いて光合成有効放射強度と光合成

速度の測定を行った。測定方法は,圃場において,新梢中

位葉である測定葉のみについて,自及び黒の寒冷遮を組み

合わせて異なった段階の光環境を作り出し,携帯式光合成

蒸散測定装置を用いて,各時点において測定を行った。

6)比葉重 (SLW)と 光合成速度との比較
8、 じ'と `メ イポール'を用い,1998年 6月 17日 と7

月28日 に,新梢葉各15枚の光合成速度 (携帯式光合成蒸散

測定装置を使用)及び各測定葉のSLWを測定した。

“

)新梢の受光態勢の比較
`ふ じ'と `ボ レロ'を用い,1998年 7月 14日～15日 に,

樹の外周東側に位置する長さ35～45c lの新梢各 3本の基部

から先端までの各葉の積算日射量について,簡易積算日射

計フィルム (い 大成化工製)を用いて測定した。

生育期の早い段階では,`ボ レロ'(図略)及び `メ イボー
ル'(図 1)と もに, 8、 じ'よ りも明らかに光合成速度が

高かった。 しかし,7月 ド句以降では,両者の差はなくなっ
た。光合成有効放射強度と光合成速度の関係については,

6月 下旬又は7月上旬では,光合成有効放射強度が約81111
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図 1 `メ イポール'及び お、じ における光合成速度の
生育時期別変化
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3 試験結果及び考察
図 2

光合成速度の経時変化を測定した結果,7月上旬までの
光合成有効放射強度と新梢中位葉の光合成速度との

関係
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図 3 SLWと 光合成速度との関係

(図略).`8H91'及び `8S61174'(図略)と もに,`ふ じ'

よりも光合成速度が高かった。しかし,こ の関係は7月下

旬又は8月 中旬ではなくなった。

以上のことから,カ ラムナータイプ樹の新梢葉では,生

育初期にあたる7月 上旬ころまでは `お、じ よりも単位葉
面積あたりの光合成能力が高いことが考えられた。

光合成速度とSLWと の関係については,図 3に示した

ように,6月 17日 の段階では,同 じSLW値でも,`メ イポー

ル'の方が ``、 じ'よ りも光合成速度が高かった。一方 ,

7月 28日 に測定した場合ではこの差は認められなかった。

SI.W値が小さいほど葉厚が薄いことから,`メ イポール '

では,生育初期の段階において同じ葉厚の葉でも `ふ じ'

よりも光合成速度が高いことが考えられた。

カラムナータイプ樹では,枝の節間が短いため葉は密に

着生する。そのため,個葉ごとの総受光量が少ない可能性

が考えられる。そこで,新梢葉の受光体制を検討すると,

`ふ じ'よ りも `ボ レロ'の方が総積算日射量が少ない傾向

が認められた (図 4)。 したがって,カ ラムナータイプ樹
の新梢の受光態勢は, あ、じ'よ り劣り,生育初期の高い光

合成能力を有効に活用していない可能性が示唆された。今

後は,個葉あたりの物質生産力の面からの検討が必要と考

えられる。
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図4 新梢基部からの各葉の相対積算日射量

4 ま

カラムナータイプ樹の4品種・系統における新梢葉の光

合成速度は、`ふ じ'と 比較して、生育初期にあたる7月

上旬ころまでは明らかに高かった。比葉重 (SLW)と の

関係を検討すると,生育初期の葉では,カ ラムナータイプ

樹の方が同じSI,W値でも光合成速度が高かった。つまり,

生育初期の同じ葉厚の葉ではカラムナータイプ樹の方が光

合成速度が高いと考えられた。カラムナータイプ樹の新梢

の受光態勢についてtま , お,じ  よりも劣る傾向が認めら
れ,生育初期の高い光合成能力を有効に活用していない可

能性が考えられた。今後は,個葉あたりの物質生産力の検

討が必要と考えられる。
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